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日
頃
よ
り「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」を
ご
愛
読
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
編
集

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
号
の
建
築
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
評
さ
れ
る「
プ
リ

ツ
カ
ー
賞
」を
受
賞
す
る
な
ど
、
世
界
を
舞
台

に
活
躍
す
る
西
沢
立
衛
先
生
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

ま
た
、
弊
社
が
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
Ｆ
Ｌ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
と
、
リ
プ
レ
ー
ス

に
よ
る
最
新
の
納
入
事
例
を
多
数
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
日
々
の
お

仕
事
の
中
で
、
何
か
少
し
で
も
ヒ
ン
ト
に
な

れ
ば
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
す
。

厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
精
は

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
駐

車
設
備
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
変

わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
改
め
ま
し
て
、
取
材
に
当
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

Arrangement

納入事例
Arrangement

納入事例

　

一
九
五
一
年
の
改
修
か
ら
六
十
二
年
と
な

る
、
全
面
的
な
建
て
替
え
工
事
が
行
わ
れ
た

歌
舞
伎
座
。
今
回
、
新
た
に
誕
生
す
る
第
五
期

歌
舞
伎
座
は
、
施
設
の
総
称
を「
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ａ
」と
い
い
、
第
四
期
の
歌

舞
伎
座
の
意
匠
を
継
承
し
た
劇
場「
歌
舞
伎

座
」と
、
高
層
オ
フ
ィ
ス「
歌
舞
伎
座
タ
ワ
ー
」

を
併
設
し
た
複
合
ビ
ル
に
な
り
ま
す
。

  

”時
間
の
継
承
“を
コ
ン
セ
プ
ト
に
日
本
建
築

の
美
を
追
求
し
た
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
は
、
三
菱

地
所
設
計
と
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所

が
共
同
で
担
当
。
劇
場
棟
は
歴
代
の
歌
舞
伎

座
が
担
っ
て
き
た
祝
祭
空
間
と
し
て
の
雰
囲

気
、
そ
し
て
瓦
屋
根
や
唐
破
風
な
ど
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
て
き
た
第
四
期
歌
舞
伎
座
の
意

匠
が
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

劇
場
の
背
後
に
建
つ
高
層
オ
フ
ィ
ス
は
、

銀
座
の
街
並
み
と
調
和
し
つ
つ
歌
舞
伎
座
を

引
き
立
て
る
背
景
と
な
る
よ
う
、
日
本
建
築

の
捻
子
連
子（
ね
り
こ
れ
ん
じ
）格
子
を
モ
チ

ー
フ
と
し
て
採
用
。
シ
ン
プ
ル
さ
の
な
か
に

柔
ら
か
な
陰
影
を
感
じ
さ
せ
る
端
正
な
フ

ァ
サ
ー
ド
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
七
階
か
ら

歌
舞
伎
の
殿
堂
と
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が

融
合
し
た“
新
生・
歌
舞
伎
座
”二

十
九
階
ま
で
の
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
部
分
で
は
、

銀
座
地
区
最
大
の
フ
ロ
ア
プ
レ
ー
ト
と
な
る
、

有
効
面
積
約
一
七
〇
〇
平
方
㍍
、
天
井
高
二
・

八
㍍
、
奥
行
き
約
二
〇
㍍
、
幅
約
七
五
㍍
の
無

柱
空
間
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
劇
場
と
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の

中
間
に
は
、
歌
舞
伎
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
日
本

庭
園
を
設
置
。
今
後
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

地
域
の
人
々
や
東
京
を
訪
れ
る
観
光
客
に
と

っ
て
は
憩
い
の
場
所
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
「
歌
舞
伎
座
は
変
わ
ら
な
い
」と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
を
基
本
と
す
る
一
方
で
、
今
回
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
で
は
、
設
備
や
利
便
性
が
大
幅
に

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
各
施
設
や
地
下
と
地
上

を
結
ぶ
動
線
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ト
イ
レ

の
増
設
な
ど
す
べ
て
の
人
に
よ
り
快
適
な
空

間
づ
く
り
を
実
施
。
防
災
面
で
は
建
物
構
造

の
耐
震
性
能
を
高
め
、
災
害
時
に
は
帰
宅
困

難
者
の
一
時
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で

き
る
な
ど
機
能
も
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
刻
ま
れ
て
き
た
歌
舞
伎
の

外観（晴海通り側）

機
械
式
駐
車
設
備 

● 

納
入
事
例

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ  

Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ａ

併設された2基のSPパーク（左側1号機・右側2号機）

入出庫口レイアウト（2号機）入出庫口レイアウト（1号機）

殿
堂
と
し
て
の
歴
史
と
最
先
端
の
オ
フ
ィ
ス

空
間
が
融
合
し
た
新
生
・
歌
舞
伎
座
は
、
銀
座

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
さ
ら
に
は
伝
統
的

な
日
本
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
東
京
の

新
し
い
顔
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
歌
舞
伎
座
建
て
替
え
計
画
で
は
、

空
間
を
最
大
限
に
有
効
活
用
で
き
、
し
か
も

求
め
ら
れ
た
収
容
台
数
を
確
保
で
き
る
駐
車

設
備
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
条
件
を
唯

一
ク
リ
ア
す
る
パ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
し

て
採
用
さ
れ
た
の
が
、
多
層
式
の
中
で
最
も

空
間
効
率
に
優
れ
た
日
精
の
多
層
循
環
箱
型

方
式「
Ｓ
Ｐ
パ
ー
ク
」で
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
限
ら
れ
た
敷
地
に
４
層
の
Ｓ

Ｐ
パ
ー
ク
を
２
基
導
入
す
る
こ
と
で
、
合
計

44
台
の
収
容
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

日
本
が
世
界
に
誇
る
劇
場「
歌
舞
伎
座
」。

日
々
多
く
の
来
場
者
を
迎
え
入
れ
る
そ
の
入
り

口
の
ひ
と
つ
に
、
実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た
日
精

な
ら
で
は
の
先
進
技
術
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
２
基
の
Ｓ
Ｐ
パ
ー
ク
で

44
台
の
収
容
台
数
を
確
保

庫内スペース（2号機） 地下のリフト位置から引き込み装置で格納（2号機）

直接乗り込みタイプの格納スペース（1号機）

1階平面図 地下3階平面図 断面図

【建築概要・規模】 ■建 築 主／松竹株式会社（100%出資spc）
　　　　　　　　　　　　　　株式会社歌舞伎座

■敷地面積／6,995.85㎡　　■建築面積／5,985.20㎡
■延床面積／94,097.40㎡
■構造規模／地上29階、地下４階、塔屋２階
■設計・監理／株式会社三菱地所設計
　　　　　　隈研吾建築都市設計事務所
■施　　工／清水建設株式会社

【駐車設備概要】 ■機　　種／SPパーク〈多層循環箱型方式〉
■型　　式／SPLS4-22-U/SPLS4H-22PF-U
■収容台数／44台（2基合計）
　　　　　　その他（立体駐車196台、平面駐車40台）


